
そろそろ、引越しシーズンです！

転勤、進学、年度末等で使用していた部屋、教

科書、書類等、片づけが始まる頃になりました。

使わないカレンダー等、必要の無い物を貰っ

てありませんか？

・買ったまま使わない無駄なものはありません

か？ 物を買う時は本当に必要かどうか考え

ていますか？

・壊れて修理のきかないものが沢山ありません

か？ 買うときに修理の出来るものか確認を

して買っていますか？

いざ片付けてみると、ごみになる物をたくさん

持ち込んでいるのではありませんか。再使用、

再利用できるものはきちんと使い、どうしても

使わないものは、しっかり分別をして資源ゴミ

回収に出し、出来る限りリサイクルをして、最

終的に燃えるごみの減量にご協力を、お願いい

たします。

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽

にお出かけください。良い情報交換ができると思います。

《わくわくワーク》ここで行うボランティアの活動

をわくわくワークといいます。毎週木曜日１０時～４時、

わくわく工房にて行っています。

『ボランティア随時募集しています！』

★修理工房よりお知らせ

刃物研ぎ…毎週水曜日 午後１時から午後３時まで

※※※お一人１本（無料）…１日１０本まで※※※

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、

エコ文具の販売､ペットボトルから作ったネクタイの

販売と、手づくりのリサイクル品、布ぞうり､袋物､

さき織り製品等を販売しています。

平成２２年２月カレンダー

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土 休館日

7 日 休館日

8 月

9 火

10 水

11 木 休館日

12 金

13 土 休館日

14 日 休館日

15 月 さき織り教室 10 時～12時

16 火

17 水

18 木 おひなさま作り 10 時～12時

19 金

20 土 休館日

21 日 休館日

22 月

23 火

24 水 ごみを減らそう講演会 13 時 30分～

25 木

26 金

27 土 休館日

28 日 休館日

発行者 ｢エコ・サポート２１｣

天神３丁目１１番３１号

電話 ２３－５１４４



さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

体験コーナー

★空き缶の ★アルミカンのリサイクル

★ ★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物が

あります。

◇わくわく講座◇ 参加費各講座 100 円

★小さな布でおひなさま作り (定員各１０名)

日 時・・・１８日（木）午前１０時～１２時、

持ち物・・・裁縫道具

材料費・・・２００円（材料はこちらで用意します）

★さき織り教室 (定員１５名)

日 時・・・１５日（木）１０時～１２時

持ち物・・・不用になった着物

材料費・・・５００円

※※当日は織りの説明のみ

申し込み､問い合わせ先

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内）上田市天神３－１１－３１ 電話２３－５１４４

[エコ・サポート２１ホームページ]

http://www.city.ueda.nagano.jp/ecohouse/index.html

生ごみの堆肥化と

ごみ減量

わかりやすく､

すぐ実行できる

ごみ減量法をアドバイス

いたします。

生ごみも活かせば資源！上手に活かそう

生ごみを堆肥にと声高く言われ始めてから久しく、時が

ずいぶん過ぎています。地域を回ってみてもまだ生ごみが

多く出されています。いつになったら、生ごみがステーシ

ョンに燃やせるごみとして出ないようになるのか、心が痛

みます。

生ごみだけ分別収集することが、今すぐにでも必要と考

えます。「土に返す」ことが大切です、先日、長野県の土の

分析をした結果が新聞に公表されていました。それには、

農地が蓄える炭素１６％減とあり有機肥料の減少が一因と

分析したとある。炭素が増加すると大気中の二酸化炭素を

削減できるとあった。これを見てもやはり、生ごみは有機

肥料として活用することが必要と思います。

堆肥をいれて作った野菜、米、果物のおいしくなること

は皆分かっているのに、実行されない、二酸化炭素削減に

も、一役買える有効な生ごみです。

一人ひとりの頑張りが必要とされています。




